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Atmel AVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

AT12489 : Atmel ATtiny102とATtiny104での開始に際して

応用記述

概要

この応用記述はAtmel® ATtiny102/104 AVR®に基づくﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗでの開始用です。

Atmel ATtiny102/104はAVR強化RISC構造に基づく低電力CMOSの8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗで
す。単一ｸﾛｯｸ周期で実行する強力な命令により、ATtiny102/104はMHz当たり1MIPS近くの単
位処理量を達成します。これは消費電力対処理速度に関してﾃﾞﾊﾞｲｽを最適化する権限をｼｽﾃ
ﾑ設計者に与えます。

特徴

・ ATtiny102/104ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾂｰﾙとでの開始

・ Atmel ATtiny104 Xplained NanoｷｯﾄとAtmel Studio 7での開始

この応用記述はATtiny102/104を使って開始するのに必要とされる全てのﾂｰﾙの一覧を含み、
追加情報に関する参照を提供します。
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1. Atmel ATtiny102とATtiny104での開始に際して

1.1. 主な特徴

・ AVR(ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ)基本設計

・ 単一段ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ

・ 実装再書き込み可能ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ

・ 12MHzで12MIPSの単位処理量

・ 殆どが単一ｸﾛｯｸ周期実行

・ 高いｺｰﾄﾞ稠密度(強化RISC命令一式)

・ 割り込みとﾘｾｯﾄを持つ設定可能な供給電圧ﾚﾍﾞﾙ監視器

・ 様々な休止動作形態を持つ低電力MCU

・ 正確な校正付き内部RC発振器

・ 高速と標準の始動時間任意選択

・ ﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄでの保護

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽ間の互換性(可搬性)

注: ATtiny102とATtiny104についてのより多くの情報に関してはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

1.2. ﾃﾞﾊﾞｲｽ関連ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ ﾘﾝｸ

ATtiny102/104製品のｳｪﾌﾞ頁は以下のﾘﾝｸで利用可能です。

ATtiny102 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx

ATtiny104 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx

http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx
http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx
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図1-1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｳｪﾌﾞ頁

製品ｳｪﾌﾞ頁はこのﾃﾞﾊﾞｲｽに関連する特定情報を提供するために5つのﾀﾌﾞを持ちます。

・ Overviewﾀﾌﾞは主なﾊﾟﾗﾒｰﾀ、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、ﾃﾞﾊﾞｲｽを買うためのﾘﾝｸなどのようなﾃﾞﾊﾞｲｽに関連する基本的な情報を提供します。

ATtiny102 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=overview
ATtiny104 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=overview

・ Parametersﾀﾌﾞはこのﾃﾞﾊﾞｲｽに対する様々な構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの詳細を提供します。

ATtiny102 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=parameters
ATtiny104 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=parameters

・ Toolsﾀﾌﾞ - IDE、書き込み器、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、評価ｷｯﾄ、BSDLﾌｧｲﾙのような全ての関連ﾂｰﾙが一覧にされます。このﾀﾌﾞはATtiny104 Xp 
lained Nanoｷｯﾄのｳｪﾌﾞ頁へのﾘﾝｸが特徴です。

ATtiny102 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=tools
ATtiny104 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=tools

・ Documentsﾀﾌﾞはﾃﾞｰﾀｼｰﾄや応用記述のような全ての関連資料を提供します。

ATtiny102 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=documents
ATtiny104 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=documents

- Datasheet領域は以下の2つの形式のﾃﾞｰﾀｼｰﾄを含みます。

Preliminary(暫定)/Complete(完全)版は全ての周辺機能記述と電気的特性を含みます。

Preliminary Summary(暫定要約)/Summary(要約)版は注文情報、ﾋﾟﾝ配置、外囲器情報を含みます。

http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=overview
http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=overview
http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=parameters
http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=parameters
http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=tools
http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=tools
http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=documents
http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=documents
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- Application Notes領域は周辺機能の使い方、始める前に、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ設計の考慮などのようなﾃﾞﾊﾞｲｽに関連する応用記述と(利用
可能ならば)それと連携するﾌｧｰﾑｳｪｱを持ちます。

・ Applicationsﾀﾌﾞはこのﾃﾞﾊﾞｲｽに対する(これに制限されない)推奨応用範囲を提供します。

ATtiny102 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=applications
ATtiny104 : http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=applications

1.3. ATtiny104 Xplained Nanoｷｯﾄ

ATtiny104 Xplained Nanoｷｯﾄについての詳細は以下のﾘﾝｸで利用可能です。

http://www.atmel.com/tools/ATTINY104-XNANO.aspx

注文情報(Ordering Information)は頁の下の領域で利用可能です。

図1-2. ATtiny104 Xplained Nanoｳｪﾌﾞ頁

http://www.atmel.com/tools/ATTINY104-XNANO.aspx
http://www.atmel.com/devices/ATTINY104.aspx?tab=applications
http://www.atmel.com/devices/ATTINY102.aspx?tab=applications
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Documentsﾀﾌﾞは回路図や使用者の手引きのようなｷｯﾄに関連する資料を表示します。

http://www.atmel.com/tools/ATTINY104-XNANO.aspx?tab=documents

注: ﾍｯﾀﾞや接続のようなｷｯﾄについての詳細情報に関してはATtiny104 Xplained Nano使用者の手引きを参照してください。

1.4. Atmel Studio

1.4.1. Atmel Studioｳｪﾌﾞ頁

(無料IDEの)Atmel Studioのｲﾝｽﾄｰﾗは以下で入手可能です。
http://www.atmel.com/tools/ATMELSTUDIO.aspx

1.4.2. Atmel Studioﾏｲｸﾛ ｻｲﾄ

Atmel Studioについてもっと学ぶには以下のﾏｲｸﾛ ｻｲﾄ(特設ｻｲﾄ)を参照してください。
http://www.atmel.com/microsite/atmel-studio/

Videosﾀﾌﾞで、新しいC(GCC)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成、AVR応用ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、ARM®応用ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなどのような入門映像が利用可能です。

http://www.atmel.com/Microsite/atmel-studio/videos.aspx

1.5. ATtiny104 Xplained Nanoｷｯﾄの接続

本項はAtmel Studio 7とでATtiny104 Xplained Nanoｷｯﾄを接続する使用者を手助けします。

 1. Atmel Studio 7またはそれ以降版をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. Atmel Studioを起動してください。

 3. ATtiny104 Xplained NanoをUSBﾎﾟｰﾄに接続し、Atmel Studioでそれを見ることができるでしょう。

1.5.1. Xplained Nanoｷｯﾄの自動基板識別

・ ATtiny104 Xplained NanoｷｯﾄがPCに接続さ
れると、右の複写画像で表示されるようにWind 
ows®のﾀｽｸﾊﾞｰがﾒｯｾｰｼﾞを飛び出させるで
しょう。

図1-3. Atmel Studio特設ｻｲﾄ ｳｪﾌﾞ頁

図1-4. ATtiny104 Xplained Nanoﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ

http://www.atmel.com/tools/ATMELSTUDIO.aspx
http://www.atmel.com/microsite/atmel-studio/
http://www.atmel.com/Microsite/atmel-studio/videos.aspx
http://www.atmel.com/tools/ATTINY104-XNANO.aspx?tab=documents
http://www.atmel.com/tools/ATMELSTUDIO.aspx
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・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙが成功なら、右の複写画像で表示されるようにﾃﾞﾊﾞｲｽ 
ﾏﾈｰｼﾞｬでmEDBGが一覧にされるでしょう。

図1-5. mEDBGﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ成功

・ Atmel Studioを開始してください。

・ View⇒Available Atmel Toolsへ行ってください。mEDBG
が”mEDBG”としてﾂｰﾙで一覧にされ、ﾂｰﾙ状態が”Conne 
cted”として表示されるべきです。これはこのﾂｰﾙがAtmel 
Studioと意図されるように通信していることを示します。

図1-6. 利用可能なAtmelﾂｰﾙ下のmEDBG

1.5.2. ATtiny104 Xplained NanoのUARTをmEDBGのCOMﾎﾟｰﾄへ接続

 1. mEDBG USBをPCに接続してください。

 2. COMﾎﾟｰﾄ番号を捜すのにﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬを使ってください。

 3. COMﾎﾟｰﾄ既定設定は9600bps、8ﾃﾞｰﾀ ﾋﾞｯﾄ、1停止ﾋﾞｯﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨなしです。COMﾎﾟｰﾄ設定はﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬを使うことによって変
更することができます。
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2. Atmel Studioでの例応用の作成
ATtiny104 Xplained Nano接続後にAtmel Studioで新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するには次のとおりです。

 1. File⇒New⇒Project (Ctrl+Shift+N)へ行って
ください。

図2-1. Atmel Studioでの新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

 2. 表示された新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(New Project)ｳｨ
ｻﾞｰﾄﾞで、GCC C executable Project雛形を
選び、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに名前を付けて、そしてﾃﾞﾊﾞ
ｲｽ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞを得るためにOKをｸﾘｯｸして
ください。

図2-2. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

 3. 次のようなﾃﾞﾊﾞｲｽ選択(Device Selection)ｳｨ
ｻﾞｰﾄﾞが現れます。引き落とし一覧からATti 
ny104ﾃﾞﾊﾞｲｽを選んでOKをｸﾘｯｸしてくださ
い。

図2-3. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

 4. 新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとmain.cﾌｧｲﾙが作成されるでしょう。

 5. main.cﾌｧｲﾙ内に以下のｺｰﾄﾞ断片(押釦を使うLED制御)を追加してください。

int main(void)
{
 /* 釦用(PB1)内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ許可 */
 PUEB |= 1<<PORTB1;

 /* LED(PA5)ﾋﾟﾝを出力として構成設定 */
 DDRA |= 1<<DDRA5;
 while(1)
 {
  /* 釦状態調査(押下=0、解放=1) */
  if(!(PINB & (1<<PINB1)))
  {
   /* 釦が押下されている間はLEDをON(0)に切り替え */
   PORTA &= ~(1<<PORTA5);
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 6. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとｺｰﾄﾞ断片を持つmain.cが下で示されるように現れます。

図2-4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳ

 7. ｺｰﾄﾞ説明:

・ 応用はATtiny104 Xplained Nanoｷｯﾄの機械的な釦と黄色のLEDを使います。それらは各々、ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝのPB1とPA5に接続され
ます。

・ 各ﾎﾟｰﾄはDDRx、PORTx、PINxの3つのﾚｼﾞｽﾀを持ちます。

・ DDRxﾚｼﾞｽﾀはﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝの方向を構成設定するのに使われます。
 - 1 = 出力
 - 0 = 入力

・ ｷｯﾄは基板上にﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗を持たず、故に釦のために内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが許可されなければなりません。

・ 対応するﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝの内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可するにはPUExﾚｼﾞｽﾀを構成設定してください。

・ PINxﾚｼﾞｽﾀはﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝで有効な論理ﾚﾍﾞﾙを返すのに使われます。

・ PB1ﾋﾟﾝに接続された釦は許可されたﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを持つ入力として構成設定されます。PA5ﾋﾟﾝに接続されたLEDは出力として構
成設定されます。

・ LEDは釦の状態に基づいて制御されます。釦が押されていない時にLEDが光りません。押下時にLEDが光るでしょう。

 8. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙするためにBuild⇒Build Solution (F7)へ行ってください。

 9. ｺｰﾄﾞが成功裏にｺﾝﾊﾟｲﾙされた時はTools⇒Device Programming (Ctrl+Shift+P)へ行ってください。

10. (mEDBGとして)Tool、(ATtiny104として)Device、(TPIとして)Interfaceを選んでください。Applyをｸﾘｯｸしてください。

  }
  else
  {
   /* 釦が解放されている場合にLEDをOFF(1)に切り替え */
   PORTA |= 1<<PORTA5;
  }
 }
}
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図2-5. ﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの設定

11. 正しい接続を確実にするためにRead釦でﾃﾞﾊﾞｲｽ識票(Device Signature)と目的対象電圧(Target Voltage)を読んでください。

12. Device Programmingｳｨﾝﾄﾞｳで、Memoriesﾀﾌﾞへ行ってください。ﾃﾞﾊﾞｲｽを消去するためにErase nowをｸﾘｯｸしてください。

13. hexﾌｧｲﾙでﾃﾞﾊﾞｲｽを書き込むために、*.hex/elfﾌｧｲﾙ位置を検索してProgramをｸﾘｯｸしてください。

図2-6. ﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込み

14. 応用動きは手動で検査することができます。LEDは釦が押された時にONに切り替わり、釦が解放された時にOFFに切り替わるで
しょう。
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3. 次は何?
・ Atmel Studio映像
 http://www.atmel.com/Microsite/atmel-studio/videos.aspx

・ Atmel Studioｵﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟ
 http://www.atmel.com/webdoc/atmelstudio/

・ Atmel Studioｵﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟ (Atmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ後)
 Atmel Studioに於いて、Help⇒View Help (Ctrl+F1)⇒Atmel Studio

・ ASF(Atmelｿﾌﾄｳｪｱ枠組み)開始に際してとASF参照の手引き
 http://www.atmel.com/tools/AVRSOFTWAREFRAMEWORK.aspx?tab=documents

・ ASFｵﾝﾗｲﾝ資料
 http://asf.atmel.com/docs/latest/

・ 様々な製品に対する技術的な資料
 http://www.atmel.com/webdoc/

・ Atmel陳列室
 https://gallery.atmel.com/

・ 製品選択の手引き
 http://www.atmel.com/でのAtmel MCU選択部

・ 試供品注文と評価基板とｷｯﾄの購入
 http://www.atmel.com/ ⇒Buy⇒‘Atmel store’

・ 技術資料
 http://www.atmel.com/design-support/documentation/default.aspx

・ 知識基盤と技術支援/設計支援
 http://www.atmel.com/design-support/

・ 協力作業空間
 http://spaces.atmel.com

・ AVR Freaks®ｺﾐｭﾆﾃｨ
 http://www.avrfreaks.net/

4. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42678A 2016年2月 初版資料公開
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